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区　分

標 準 的 な

職 務 内 容

職 員 数

構 成 比

１級

主事補
主事
11人
7.6％

総合計

一般行政

部 門

特別行政

部 門

公営企業等

会 計 部 門

職員数

Ｈ22.4.1現在

4人
48人
18人
0人
9人
7人
11人
46人
26人
169人
24人
54人
78人
2人
3人
6人
15人
26人
273人

死亡

0人

0人

0人

0人

0人

職　種

一般行政職

消 防 職

技能労務職

医 療 職

合　計

職　種

一 般 行 政 職

消 防 職

医 療 職

派 遣 解 除

合　計

採用者数

3人

2人

1人

7人

13人

普通

1人

1人

0人

0人

2人

議 会

総 務

税 務

労 働

農林水産

商 工

土 木

民 生

衛 生

小 計

教 育

消 防

小 計

病 院

水 道

下 水 道

国保・介護

小 計

計

4人

1人

1人

0人

6人

派遣

1人

0人

0人

0人

1人

対前年

増減数

0人
1人

△1人
0人

△2人
3人
0人

△1人
1人
1人
0人
1人
1人
0人
0人
0人
0人
0人
2人

※（1）上野原市職員の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
（2）標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な職名です。

■一般行政職の級別職員数の状況

２級

主任

10人
6.9％

3級

副主査
主査
46人

31 .7％

4級

副主幹

38人
26 .2％

5級

主幹
課長補佐
23人

15 .9％

6級

課長
局長
13人
9.0％

計

145人

■職員の採用状況
（平成21年4月1日～平成22年3月31日）

※派遣解除（山梨県東部広域連合・東部地域広域水道
企業団）

■部門別職員数の状況

※職員数は一般職に属する職員であり、教育長を含みます。

■事由別退職者数の状況
（平成21年4月1日～平成22年3月31日）

※（1）普通とは退職者の自己都合による退職のこ
とです。

（2）派遣は山梨県東部広域連合・東部地域広域
水道企業団です。

上上野野原原市市人人事事行行政政のの運運営営等等のの状状況況

職員の任免および職員数に関する状況

平成22年4月1日現在における上野原市職員の給与等の状況を次のとおり公表します。
なお、総務省様式に基づく職員の給与・定員管理等の公表は、後日上野原市のホームページに掲載
します。

●問い合わせ 総務課人事秘書担当（蕁62ｰ3117）

7級

部長

4人
2.8％

職員数

Ｈ21.4.1現在

4人
47人
19人
0人
11人
4人
11人
47人
25人
168人
24人
53人
77人
2人
3人
6人
15人
26人
271人

定年

1人

0人

1人

0人

2人

勧奨

1人

0人

0人

0人

1人
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■平成21年度人件費の状況（普通会計決算）

特殊勤務
手　　当

時 間 外
勤務手当

全職種

2種
診療手当
出勤手当
80人

32,400円

報
酬

区 分 月額

区　分

一般行政職

技能労務職

平均年齢

44.2歳

49.9歳

一般行政職

年齢

22歳

18歳

期 末 勤 勉
手 当

経験年数20年
362,000円
297,600円

一 般 行 政 職

技 能 労 務 職

平均給料月額

330,500円

298,300円

住民基本
台帳人口

歳 出 額
（Ａ） 実質収支

人 件 費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ／Ａ）

（22.3.31現在）人

26,923
千円

10,592,410
千円

248,105
千円

2,028,817
%

19.2

■平成22年度職員給与費の状況（普通会計予算）

職員数
（Ａ）

給 与 費 1人あたり給
与（Ｂ/Ａ）

人

245

給　料
千円

961,696

職員手当
千円

142,804

期末勤勉手当
千円

371,267

計（Ｂ）
千円

1,475,767

千円

6,024
注（1）職員手当には、退職手当を含みません。
（2）給与費は、当初予算に計上された額です。

■職員の平均給料月額および平均年齢の状況

■職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況
区 分 経験年数10年

266,200円
254,200円

200,800円　

経験年数15年
319,400円
270,500円

大学卒
高校卒
大学卒
高校卒

※（1）経験年数とは､採用後の勤務年数に採用時の前歴換
算年数を加えた年数です｡

（2）経験年数別の10年とは10年以上15年未満､15年と
は15年以上20年未満､20年とは20年以上25年未満
の区分に基づいています｡

765 ,000円
618 ,000円
560 ,000円
310 ,000円
280 ,000円
260 ,000円

給
料

■特別職の報酬等の状況

期末手当

市 長

副 市 長

教 育 長

議 長

副 議 長

議 員

※人件費には、議員報酬・手当、委員等報酬および市長等
特別職の給与等を含みます。

区　分

大学卒

高校卒

初任給

172,200円

140,100円

■職員の初任給の状況

支給職員数
1人あたり平均支給月額
手当の種類（手当数）

手当の名称

支給職員数（平成22年4月）
1人あたり平均支給月額

6月期 1.60月分
12月期 1.80月分
計 3.40月分
6月期 1.60月分
12月期 1.75月分
計 3.35月分

退 職 手 当

扶 養 手 当

住 居 手 当

通 勤 手 当

■主な職員手当の状況②
区 分 内 　 容

（21年度支給割合）
期末 勤勉

6月期 1.15月分 0.75月分
12月期 1.55月分 0.70月分
計 2.70月分 1.45月分

（支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 23 .50月分 30.55月分
勤続25年 33 .50月分 41.34月分
勤続35年 47 .50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分
１人あたり （自己都合）（勧奨・定年退職）
平均支給額 11,493千円 19,883千円
①配偶者　13,000円
②配偶者以外　1人につき6,500円
【配偶者がない場合】1人のみ11,000円
【満16歳から満22歳の年度末までの特定期間】

1人につき5,000円を加算
①借家の場合（12,000円を超える家賃を払っている職員）
家賃の額に応じ27,000円を限度に支給
②自宅の場合
世帯主である職員に2,500円支給（取得後5年間）
①交通機関利用の場合
運賃相当額を全額支給
②自動車等使用者
通勤距離が片道2㎞以上の場合に通勤距離に応じて支給

※退職手当の一人あたり平均支給額は、前年度に退職した全職
種に係る職員に支給された平均額です。

区　　　分

職員の給与等の状況

■主な職員手当の状況①
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市
民
の
代
表

新
市
議
会
議
員
決
ま
る

任
期
満
了
に
と
も
な
う
上
野
原
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
、
1
月
30
日
に
行
わ
れ
、
18
名

の
新
上
野
原
市
議
会
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
新
し
い
市
議
会
議
員
に
は
、
現
職
11
名
、

新
人
7
名
が
当
選
し
ま
し
た
。

ま
た
、
1
月
31
日
に
は
、
当
選
証
書
付
与
式
が
行
わ
れ
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
か

ら
新
し
い
市
議
会
議
員
の
み
な
さ
ん
に
当
選
証
書
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

各
地
区
ご
と
の
投
票
率
は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。

※各地区の投票者数・投票率は、期日前投票・不在者投票を含めた数値になっています。

計
908
955
4,985
974
1,972
8,866
1,098
687
1,669
22,114

地　区

大　目
甲　東
巌

大　鶴
島　田
上野原
棡　原
西　原
秋　山
計

男
437
465
2,451
483
959
4,399
566
359
848

10,967

女
471
490
2,534
491
1,013
4,467
532
328
821

11,147

男
360
405
1,739
393
736
3,412
478
292
784
8,599

女
376
435
1,896
403
802
3,574
460
269
742
8,957

計
736
840
3,635
796
1,538
6,986
938
561
1,526
17,556

男
82.38
87.10
70.95
81.37
76.75
77.56
84.45
81.34
92.45
78.41

女
79.83
88.78
74.82
82.08
79.17
80.01
86.47
82.01
90.38
80.35

計
81.06
87.96
72.92
81.72
77.99
78.80
85.43
81.66
91.43
79.39

投票当日の
有権者数（人）

投票者数（人） 投票率（％）

上野原市議会議員一般選挙地区別投票者数

▲新市議会議員を代表して挨拶する村上議員

▲当選証書付与式の様子
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私
た
ち
の
代
表

新
市
議
会
議
員
の
み
な
さ
ん

（
敬
称
略
、
順
序
は
当
選
順
、
紹
介
は
①
氏
名

（
年
齢
）※
年
齢
は
1
月
30
日
現
在
②
党
派
③
当

選
回
数
）

たかとり いいち
①鷹取 偉一（65）
②無所属　
③ 3

すぎもと ともよし
①杉本 友栄（57）
②無所属　
③ 3

くしま しげみ
①久嶋 成美（51）
②無所属　
③ 1

むらかみ のぶゆき
①村上 信行（61）
②無所属　
③ 1

やまぐち よしあき
①山口 好昭（69）
②無所属　
③ 2

く し ま ひろみち
①久島 博道（60）
②公明党　
③ 3

お が た しげとら
①尾形 重寅（72）
②無所属　
③ 3

お ま た おさむ
①小俣 修（61）
②無所属　
③ 1

ひがしやま ひろあき
①東山 洋昭（56）
②無所属　
③ 1

お か べ ゆきよし
①岡部 幸喜（74）
②無所属　
③ 3

うじいえ たかのぶ
①氏家 隆信（43）
②無所属　
③ 1

すぎもと こうぶん
①杉本 公文（59）
②上野原市民オン
ブズマン③ 2

お が た こうしょう
①尾形 幸召（69）
②無所属　
③ 3

はっとり み つ お
①服部 光雄（77）
②無所属　
③ 3

かわしま ひ で お
①川島 秀夫（70）
②無所属　
③ 1

お ま た ひろゆき
①小俣 宏之（68）
②無所属　
③ 1

た な か ひであき
①田中 英明（62）
②無所属　
③ 2

お さ だ き み お
①長田 喜巳夫（62）
②無所属　
③ 2



掛
け
て
安
心
・
も
ら
っ
て
納
得
　
国
民
年
金
制
度

◎
保
険
料
の
割
引
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
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国
民
年
金
保
険
料
は

前
納
す
る
と
お
得
で
す

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に

は
、
6
か
月
前
納
・
1
年
前
納
な

ど
お
得
な
割
引
制
度（
下
表
参
照
）

が
あ
り
ま
す
。

平
成
23
年
度
国
民
年
金
保
険
料

1
万
5
0
2
0
円（
月
額
）

1回の納付額（割引額）

15,020円

14,970円（ 50円）
89,390円（ 730円）
89,100円（1,020円）
177,040円（3,200円）
176,460円（3,780円）

■ 平成23年度 ■
毎月納付（納付書納付）
翌月末振替の口座振替
毎月振替【早割】
6か月前納（納付書納付）
6か月前納（口座振替）
1年前納（納付書納付）
1年前納（口座振替）

1年分の納付額（割引額）

180,240円

179,640円（ 600円）
178,780円（1,460円）
178,200円（2,040円）
177,040円（3,200円）
176,460円（3,780円）

※一部納付（一部免除）されている方は「毎月納付（翌月末振替）」のみのご利用とな
ります。

納
付
書
で
前
納
す
る
場
合
は
、

前
納
用
の
納
付
書
で
平
成
23
年
5

月
2
日
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ

い
。
全
国
の
金
融
機
関
の
ほ
か
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
　

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
は
、
口
座
振

替
に
す
れ
ば
、
指
定
さ
れ
た
口
座

か
ら
毎
月
自
動
的
に
保
険
料
が
引

き
落
と
さ
れ
ま
す
。
一
度
手
続
き

す
る
だ
け
で
、
毎
月
金
融
機
関
等

に
出
向
く
必
要
が
な
く
、
納
め
忘

れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
を
前
納
す
る
場
合
も
、

納
付
書
で
納
付
す
る
よ
り
も
口
座

振
替
で
納
付
し
た
方
が
割
引
額
が

多
く
大
変
お
得
で
す
。

◆
口
座
振
替
の
早
割
制
度

保
険
料
は
、
通
常
翌
月
末
に
口

座
振
替
さ
れ
ま
す
が（
4
月
分

は
5
月
末
に
振
替
）、
保
険
料

を
納
期
限
よ
り
1
か
月
早
く
、

当
月
末
の
口
座
振
替（
早
割
）に

す
る
と
、
月
々
50
円
割
引
に
な

り
、
年
間
で
600
円
お
得
で
す
。

◆
申
込
方
法

金
融
機
関
等
の
窓
口
に
用
意
し

て
あ
る
「
国
民
年
金
保
険
料
口

座
振
替
納
付
申
出
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
金
融
機
関
等

の
届
出
印
を
押
印
の
う
え
、
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。
申
出
書
は

市
役
所
市
民
課
国
保
年
金
担
当

に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

※
4
月
か
ら
口
座
振
替
で
の
1
年

前
納
・
6
月
前
納
を
ご
希
望
の

場
合
は
、
3
月
末
ま
で
に
年
金

事
務
所
で
の
登
録
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
詳
細
は
年
金
事
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
　

が
可
能
で
す

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
は
被

保
険
者
ご
自
身
か
ら
事
前
に
お
申

込
み
を
い
た
だ
き
、
以
後
、
継
続

的
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
が

立
替
納
付
を
行
う
も
の
で
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
を
ご

希
望
の
場
合
は
、
年
金
事
務
所
へ

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
提
示
さ

れ
、
直
接
納
付
す
る
方
法
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で

は
、
口
座
振
替
に
よ
る
毎
月

振
替【
早
割
】
は
適
用
さ
れ
ま

せ
ん
。

※
6
か
月
前
納
、
1
年
前
納
の
割

引
額
は
現
金
納
付
の
割
引
額
と

な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

・
日
本
年
金
機
構
大
月
年
金
事
務

所（
蕁
22
―

3
8
1
1
）

・
市
民
課
国
保
年
金
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
2
）

国民年金保険料納入額早見表（現金納付・口座振替比較）

平
成
23
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料（
月
額
）お
よ
び
、
納
付
書
の
送
付
時

期
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
納
付
書
送
付
時
期

納
付
書（
国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
）は
、
4
月
上
旬
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
ご
本
人
宛
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

◆
平
成
22
年
度
に
申
請
免
除
を
受
け
ら
れ
て
い
た
方
の
納
付
書
送
付
時
期

・
全
額
免
除
の
方

平
成
23
年
6
月
ま
で
全
額
免
除
が
承
認
さ
れ
て
い
る

の
で
、
4
月
に
納
付
書
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
7
月
以
降
に
7
月
分
〜

翌
3
月
分
の
納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

・
一
部
免
除
の
方

平
成
23
年
6
月
ま
で
一
部
免
除
が
承
認
さ
れ
て
い
る

の
で
、
4
月
に
4
月
分
〜
6
月
分
の
一
部
免
除
さ
れ
た
金
額
の
納
付
書

が
送
付
さ
れ
、
7
月
以
降
に
7
月
分
〜
翌
3
月
分
の
定
額
の
納
付
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
。
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第
6
回
上
野
原
市
駅
伝
競
走
大
会
結
果

1
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
、
第
6
回
上
野
原
市
駅

伝
競
走
大
会
の
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
一
般
の
部
》

①
和
輝
走
友
会
　
1
時
間
7
分
51
秒

②
日
川
高
校
　
1
時
間
18
分
16
秒

③
日
大
明
誠
高
校
野
球
部
Ａ
　
1
時
間
19
分
05
秒

《
市
内
体
協
の
部
》

①
大
鶴
体
育
会
　
1
時
間
27
分
23
秒

②
中
部
体
育
会
　
1
時
間
28
分
58
秒

③
飯
尾
走
友
会
　
1
時
間
33
分
17
秒

《
市
内
職
場
の
部
》

①
石
垣
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
Ａ
　
1
時
間
19
分
45
秒

②
石
垣
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
Ｂ
　
1
時
間
20
分
15
秒

③
富
士
航
空
電
子
　
1
時
間
25
分
12
秒

《
市
内
壮
年
の
部
》

①
甲
東
体
育
会
　
1
時
間
24
分
54
秒

②
巌
体
育
会
　
1
時
間
31
分
24
秒

③
島
田
体
育
会
　
1
時
間
32
分
6
秒

《
中
学
男
子
の
部
》

①
上
野
原
西
中
学
校
Ａ
　
1
時
間
16
分
47
秒

②
甲
西
中
学
校
Ａ
　
1
時
間
17
分
59
秒

③
上
野
原
中
学
校
Ａ
　
1
時
間
18
分
34
秒

▲午前10時30分、国道20号線牛倉神社前を一斉にスタートする選手たち（一般・その他の部）

《
中
学
女
子
の
部
》

①
上
野
原
中
学
校
Ａ
　
1
時
間
31
分
17
秒

②
上
野
原
西
中
学
校
Ａ
　
1
時
間
32
分
24
秒

③
上
野
原
西
中
学
校
Ｂ
　
1
時
間
34
分
01
秒

《
小
学
男
子
の
部
》

①
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
Ｆ
Ｃ
（
5
年
）

28
分
36
秒

②
Ｙ
・
Ｓ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
Ａ
　
28
分
53
秒

③
島
田
タ
イ
ガ
ー
ス
Ａ
　
30
分
35
秒

《
小
学
女
子
の
部
》

①
甲
東
体
育
会
Ａ
　
34
分
6
秒

②
ふ
じ
ス
イ
ミ
ン
グ
　
36
分
30
秒

③
上
野
原
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　
36
分
45
秒

②①

④③

①2区から3区へタスキの中継　　②一般の部優勝の和輝走友会
③きつい上り坂を登り、一歩でも前へ懸命に競い合う選手たち
④優勝争いをするリヴィエールＦＣ（5年）とＹ・ＳフェニックスＡ
（小学男子の部）

▲選手宣誓をする
富田恵衣さん（甲東小6年）



広報うえのはら　No.73  8

12

最
後
の
卒
業
式

3
月
は
上
野
原
高
校
、
日
大
明

誠
高
校
を
は
じ
め
、
市
内
各
小
中

学
校
で
卒
業
式
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

特
に
、
大
目
、
甲
東
、
沢
松
、

四
方
津
小
学
校
は
、
4
月
か
ら
上

野
原
西
中
学
校
へ
移
行
す
る
た

め
、
最
後
の
卒
業
式
と
な
り
ま
す
。

地
域
か
ら
、
長
い
歴
史
の
あ
る

小
学
校
が
な
く
な
る
こ
と
は
、
本

当
に
寂
し
い
限
り
で
す
。

し
か
し
、
ま
す
ま
す
進
展
す
る

少
子
化
社
会
の
な
か
で
子
ど
も
た

ち
の
将
来
を
考
え
る
と
、
統
廃
合

は
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。

地
域
の
み
な
さ

ん
と
は
、
こ
れ
ま

で
、
教
育
環
境
の

整
備
や
充
実
に
つ

い
て
話
し
合
う
な
か
で
、
統
廃
合

に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
地
域
の
み
な
さ
ん

に
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
た
め
、
他
の
い
か
な
る
立
場
よ

り
も
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
優
先

さ
せ
る
英
断
と
ご
理
解
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
対
し
、
市
長
と
し

て
あ
ら
た
め
て
深
く
敬
意
と
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
の
卒
業
式
が
、
心
の
こ
も

っ
た
思
い
出
に
残
る
卒
業
式
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
、
市
の
未
来
を

支
え
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
た

教
育
の
更
な
る
発
展
の
た
め
全
力

で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

長 室
だ
よ
り

市
上
野
原
市
長

「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と

の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
」
は
、
市
長
が

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
地
域
の
身

近
な
課
題
や
提
言
等
を
直
接
お
伺

い
し
、
お
答
え
す
る
も
の
で
す
。

●
日
時

3
月
24
日（
木
）午
前
9

時
〜
11
時

※
毎
月
1
回
、
2
時
間
を
目
安
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

●
方
法

一
人
ま
た
は
1
組（
5
人

程
度
）を
対
象
と
し
て
、
対
話
時

間
は
お
お
む
ね
20
分
間
で
す
。

●
場
所
　
市
長
室

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進
担
当
（
蕁
62

―

3
1
1
8
蕭
62
―

5
3
3
3
）

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
city.uenohara.lg.jp

「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
」

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

市
庁
舎
建
物
内
全
面
禁
煙
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
受
動
喫
煙
防
止
対
策

の
た
め
、
4
月
1
日
か
ら
市
庁
舎

建
物
内
が
全
面
禁
煙
と
な
り
ま

す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
市
役
所
で
の
喫
煙
は
、

次
の
2
箇
所
の
喫
煙
場
所
で
お
願

い
し
ま
す
。

〈
喫
煙
場
所
〉

・
庁
舎
棟
正
面
玄
関
入
口
左
横

・
文
化
ホ
ー
ル
棟
喫
茶
室
横

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
管
財
担
当
（
蕁
62
―

3

1
1
7
）

▲文化ホール棟喫茶室横 ▲庁舎棟正面玄関入口左横

市庁舎建物外喫煙場所案内
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診療科（所）

内科

小児科

小児心臓外科

脳神経外科

外科

胸部外科

肛門科（外科併任）

皮膚科

整形外科

眼科

耳鼻咽喉科

泌尿器科

西原診療所

秋山診療所

月曜日

両角・角田

進藤・※1

非常勤小児科医交替

長坂

高橋

高橋

柴垣

東大非常勤医師

後藤

桜井

※5

※6

岡本

金曜日

岡本・村田

反頭

小林

長坂

細川

細川

川村

須田
※4大野（時間制限）

初鹿

豊永

※8

診療時間

午前

午前

午後

午前

午前

午後

午前

午前/午後

午前

午前

午前/午後

午前/午後

午前

午前

午後

《上野原市立病院　3月の外来診療のご案内》 ●問い合わせ 市立病院（蕁62－5121）

火曜日

岡本・村田

石井・津久井大

赤羽

長坂

吉田

吉田

東大非常勤医師

交代制

水曜日

両角・津久井大

二階堂・反頭

中根

長坂

吉田

吉田

戸島・須田

館野

宮田

長尾

古屋

木曜日

津久井由・瀧山

津久井大・村田

小泉

喜瀬（予約第1週）

※2

高橋

平良（予約）

高橋

※3大野（予約）

※
土
曜
日
は
内
科
の
診
療（
常
勤
内
科
医
が
週
交
替
で
診
療
）を
午
前
中
に
行
い
ま
す
。

※1 内科の月曜日は、第1・3・5週が横田医師、第2・4週が村田医師の診療となります。
※2 脳神経外科の木曜日は、非常勤脳神経外科医が交替で診療を行います。
※3 眼科の木曜日の大野医師は、白内障手術対象の方のため、完全予約制外来です。
※4 眼科の金曜日の大野医師は、午前10時までに受付した患者様の診療となります。
※5 西原診療所は第1・3週のみ診療を行います。
※6 秋山診療所の月曜日（午前）は、第1・3・5週が村田医師、第2・4週が岡本医師が診療を行います。
※7 秋山診療所の金曜日は、第2・4週のみ横田医師の診療となります。
※診療予定は都合によりやむを得ず変更となる場合があります。（表は2月21日現在の予定です。）
※秋山診療所の金曜日は、当面の間、第1・3・5週は休診となります。

男女共同参画事業の交流
1月14日、ぴゅあ富士（都留市）で、「市町村男女共同

参画推進委員・推進リーダー連携会議」が開かれました。
この連携会議は、県内市町村の男女共同参画担当職員、

推進委員・推進リーダーを対象に男女共同参画社会の必
要性を学ぶとともに、地域における男女共同参画推進の
ための具体的手法について他市町村との情報交換を行
い、それぞれの地域での活動に活かしていくことを目的
とするもので、上野原市、大月市、都留市、富士吉田市、
西桂町、富士河口湖町、山中湖村、道志村、忍野村の9
市町村の担当職員、推進委員が参加して盛大に行われま
した。
連携会議では、山梨県立推進センター館長横山祥子氏

より男女共同参画社会の現状についての話がありまし
た。その内容は、地域の活動も少子高齢化、経済の停滞
等により思うように進まないなか、平成22年12月17日第

男女共同参画ニュース
スマイル　ＮＯ.55

3次男女共同参画基本計画が決定し、男女共同参画の推
進が少しずつ進んでいるというものでした。
次に、参加市町村推進委員がグループをつくり、それ

ぞれの地域で男女共同参画を推進していくための情報交
換会が行われ、それぞれのグループで各自が所属する市
町村男女共同参画事業の紹介の後、意見交換を行いまし
た。この意見交換では、次のような取り組みの発表が行
われました。
・人々が集まる「ふるさと祭り」でアンケートに取り　
組み協力してくれた人に景品を配る
・駅前でパンフレットを配る
・学校、幼稚園、保育所で紙芝居を行う
・宣伝カーを出して、男女共同参画社会のＰＲをする
各市町村とも、男女共同参画についてのＰＲが不足し

ているなか、行政、企業、団体等の協力を得ながら、さ
らに活動をすすめることが大切であると確認しました。
一人ひとりが大切にされる社会、一人ひとりが自分の

能力を十分に発揮し伸ばせる社会の実現が、日本の社会
が当面している問題を解決するために必要なことだと痛
感した有意義な交流会でした。
（上野原市男女共同参画推進委員会）
●問い合わせ 総務課行政防災担当（蕁62－3117）

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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平
成
22
年
度

自
殺
対
策
強
化
月
間

3
月
は
、
自
殺
対
策
強
化
月
間

で
す
。
山
梨
県
で
は
、
自
殺
の
原

因
と
し
て
割
合
が
高
い
う
つ
病
の

症
状
の
ひ
と
つ
で
あ
る
不
眠
に
着

目
し
、「
お
父
さ
ん
眠
れ
て
る
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
本
人
や
周
囲
の
方
の
う
つ

病
に
対
す
る
「
気
づ
き
」
を
促
す

と
と
も
に
、
早
め
の
専
門
医
受
診

に
つ
な
げ
、
う
つ
病
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
を
図
っ
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

《
お
父
さ
ん
眠
れ
て
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
》

●
期
間
3
月
1
日（
火
）〜
31
日（
木
）

《
う
つ
病
予
防
講
習
会
》

●
日
時
　
3
月
26
日（
土
）
午
後

1
時
〜
3
時

●
場
所
　
ア
ピ
オ
本
館
3
階
王
朝

の
間
（
昭
和
町
西
条
3
6
0
0
）

●
講
師
　
防
衛
医
科
大
学
校
病
院

副
院
長
　
野
村
総
一
郎
　

●
演
題
　
「
う
つ
病
を
理
解
す
る
」

予
防
と
早
期
発
見
（
仮
題
）

食
事
に
気
を
つ
け
、

高
血
圧
を
防
ご
う

あ
な
た
は
、
自
分
の
血
圧
が
ど

の
く
ら
い
で
ど
の
よ
う
に
変
化
し

て
い
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。
血

圧
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で
刻
々
と

変
化
し
、
寒
い
冬
場
は
夏
場
よ
り

も
高
く
な
り
ま
す
。
動
脈
硬
化
は

痛
く
も
苦
し
く
も
な
く
知
ら
な
い

間
に
進
む
の
で
、
日
常
の
ち
ょ
っ

と
し
た
活
動
で
血
圧
が
上
が
っ
た

時
に
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
な
ど

の
発
作
で
倒
れ
る
ケ
ー
ス
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
の
受
診
状
況
を
見
る

と
、
平
成
21
年
の
当
市
の
状
況
を

見
る
と
、
高
血
圧
に
よ
り
病
院
へ

受
診
し
た
人
の
割
合
が
高
く
、
1

件
あ
た
り
の
費
用
額
は
1
万
4
1

5
3
円
で
県
内
28
市
町
村
中
ワ
ー

ス
ト
1
位
で
し
た
。
県
平
均
と
の

差
額
は
約
4
千
円
に
も
な
り
ま

す
。
血
圧
の
上
昇
が
受
診
費
用
と

も
結
び
つ
く
の
で
気
を
つ
け
た
い

も
の
で
す
。

血
圧
が
上
が
り
や
す
い
原
因
に

は
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

年
齢
や
遺
伝
的
体
質
な
ど
自
分
で

は
変
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

や
塩
分
や
カ
ロ
リ
ー
の
取
り
す

ぎ
、
運
動
不
足
な
ど
生
活
習
慣
に

よ
る
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
生
活
習
慣
の
中
で
重
要

な
食
事
に
関
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

①
塩
分
を
控
え
ま
し
ょ
う

1
日
に
必
要
な
塩
分
は
10
グ
ラ

ム
以
下
で
す
。
食
材
そ
の
も
の
の

味
を
生
か
し
、
味
付
け
に
は
塩
分

を
含
ま
な
い
調
味
料
や
風
味
を
い

か
し
た
香
辛
料
を
使
う
な
ど
、
工

夫
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
加
工
食

品
（
練
り
製
品
、
干
物
、
漬
物
、

佃
煮
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
な
ど
）

に
は
塩
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
相
性
の
い
い
野
菜
や
果
物
と

組
み
合
わ
せ
、
加
工
食
品
に
含
ま

れ
る
塩
分
を
上
手
に
活
用
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
野
菜
や
果
物
に
多
く

含
ま
れ
る
カ
リ
ウ
ム
は
、
ナ
ト
リ

ウ
ム
の
体
外
へ
の
排
出
を
促
す
の

で
積
極
的
に
と
り
ま
し
ょ
う
。
ま

た
野
菜
や
果
物
は
、
ビ
タ
ミ
ン
・

ミ
ネ
ラ
ル
・
食
物
繊
維
を
豊
富
に

含
み
、
生
活
習
慣
病
を
防
ぐ
良
い

効
果
も
あ
り
ま
す
。

②
適
正
体
重
の
維
持
に
心
が
け
ま

●
参
加
料
　
無
料

●
申
込
方
法
　
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、山
梨
県
看

護
協
会
に
直
接
申
し
込
み
く
だ

さ
い（
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
可
）

※
申
込
用
紙
に
つ
い
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
先

山
梨
県
看
護
協
会

〒
4
0
0
│

0
8
0
7

甲
府

市
東
光
寺
2
│

25
│

1

●
申
込
期
限

3
月
18
日（
金
）

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
障
害
福

祉
課（
蕁
0
5
5
│

2
2
3
│

1
4

9
5
）山
梨
県
看
護
協
会
（
蕁
0

5
5
│

2
2
6
│

4
2
8
8
）（
蕭

0
5
5
―

2
2
2
―

5
9
8
8
）

高
齢
者
実
態
把
握
事
業

市
で
は
、
高
齢
者
福
祉
お
よ
び

介
護
保
険
事
業
の
さ
ら
な
る
充
実

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
今

後
3
年
間
で
「
高
齢
者
実
態
把
握

事
業
」
を
行
い
ま
す
。

今
年
度
の
対
象
者
2
千
人
に
は
、

3
月
中
旬
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を

郵
送
し
ま
す
。
対
象
者
と
し
て
郵

送
さ
れ
た
方
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用

紙
に
記
入
の
う
え
、
同
封
の
封
筒

で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高

齢
者
介
護
担
当（
蕁
62
│

4
1
3

3
）

し
ょ
う

肥
満
は
高
血
圧
の
重
大
な
危
険

因
子
で
す
。
過
剰
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

摂
取
は
体
内
で
脂
肪
に
な
り
、
血

圧
を
上
げ
ま
す
。
カ
ロ
リ
ー
を
と

り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
食
べ
過
ぎ
な

い
こ
と
、
カ
ロ
リ
ー
が
高
い
脂
っ

こ
い
も
の
や
甘
い
も
の
を
避
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

③
節
酒
に
心
が
け
ま
し
ょ
う

「
百
薬
の
長
」
と
も
言
わ
れ
る

ア
ル
コ
ー
ル
で
す
が
、
長
期
に
わ

た
る
飲
酒
習
慣
は
血
圧
上
昇
の
原

因
と
も
な
り
ま
す
。「
高
血
圧
治

療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
2
0
0
9
」
で

は
、
男
性
で
あ
れ
ば
ア
ル
コ
ー
ル

換
算
で
一
日
に
20
〜
30
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
（
日
本
酒
1
合
、
ビ
ー
ル
中

ビ
ン
1
本
、
焼
酎
半
合
、
ワ
イ
ン

2
杯
弱
）、
女
性
で
は
10
〜
20
ミ

リ
リ
ッ
ト
ル
以
下
に
制
限
し
節
酒

を
続
け
る
こ
と
が
血
圧
を
下
げ
る

の
に
役
立
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
楽
し
み
な
が
ら
節
酒
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

私
た
ち
の
日
ご
ろ
の
生
活
習
慣

を
見
直
す
こ
と
で
高
血
圧
に
な
る

こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
日
か
ら
み
な
さ
ん
も
取
り
組
ん

で
み
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
蕁
62
│

3
1
2
8
）

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）



申込み・問い合わせ
055－263－7071

0120－28－5592

042－644－3721

0554－62－5121

実施機関
クアハウス石和（笛吹市）
山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）
上野原市立病院

送迎
一部あり

一部あり

なし

なし

★１日人間ドック
◎対 象 者 35歳以上74歳以下の国民健康保険加入

者、75歳以上の後期高齢者医療制度の
被保険者

◎健 診 料 自己負担金14,200円（昼食代含む・
オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は16,400円（子
宮がん1,500円・乳がん700円）

◎申 込 み お早めに各実施機関へ直接お申し込
みください。

※オプション検査・料金・実施日・送迎日・持ち
物など、詳細は各実施機関へお問い合わせくだ
さい。

★乳幼児健診（3/1～4/10の予定）

※詳細については該当児にお知らせを郵送します。

★子宮頸がん施設検診
◎対 象 者 市内に住民登録のある成人女性
◎検 診 料 1,500円
◎内　　容 子宮頸がん検診
◎医療機関 大月市：武者医院・大月市立中央病院

都留市：磯部医院・都留市立病院
※その他の医療機関を希望される方は保健担当に
お問い合わせください（山梨県内のみ）。

◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みください。
※3月31日までに受診する方のみ申込可。
※市の集団検診との重複受診はできません。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気

になる」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大
変」、「お友だちと上手に遊べない」などの悩みご
との相談を行っています。
◎日　　時 3月15日（火）予約制となります。
◎スタッフ 心理相談員・保健師
◎対　　象 市内在住で就学前のお子さんと保護者
◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みください。

★平成23年度各種検診のご案内
市が実施する平成23年度の集団検診の詳細につ

いては、広報4月号とともに配布する「保健事業の
ご案内」でご確認ください。
平成23年度の集団検診は、申込期限を春実施分

と秋実施分に分けます。
春実施分の申込期限は、検診の日程により4月8

日（金）と15日（金）の2段階となります。秋実施分
は、8月上旬の申込期限となります。

★献血のお知らせ
市では、山梨県赤十字血液センターの協力によ

り献血を行います。
◎日　　時 3月7日（月）午前10：00～正午

午後1：00～3：00
◎場　　所 市役所センタープラザ
◎対　　象 16歳～64歳の健康な方
※現在妊娠中の方は献血できません。
◎持 ち 物 ・運転免許証や健康保険証など本

人確認のできるもの
・献血カードまたは献血手帳
※初めて献血される方は当日発行し　　
ます。

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日（祝日除く）

午前9：00～11：00
◎持 ち 物 印鑑
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※日時等でご都合のつかない方は、保健担当へお
問い合わせください。

★訂正とお詫び
1月4日付けで市から16歳相当女子に通知した

「子宮頸がん予防ワクチン接種費用助成について」
の通知内、別紙2に記載された医療機関の接種日お
よび時間に誤りがありました。
正しくは次のとおりとなりますのでご確認をお

願いします。
（正）
「1 上野原市立病院」欄の「備考」内
《予約の電話》月曜日～金曜日16：00～17：00
《接種日》　　水曜日　　　　15：00～15：30

※内科での接種となります。

11 広報うえのはら　平成23年3月号　　　　　

33 
問い合わせ
保健担当
電話 62-4134

3～4か月児

9～10か月児
1歳6か月児
3 歳 児

実施日
3月25日（金）

4月 6日（水）
3月 9日（水）
3月14日（月）

該当児
平成22年10月25日～

12月10日生
平成22年 5月16日～6月生
平成21年 7月16日～8月生
平成19年10月～11月15日生

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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②
保
護
者
の
同
意
が
あ
る
こ
と

③
安
全
に
野
外
活
動
が
で
き
る
こ
と

④
協
力
し
て
集
団
活
動
が
で
き
る

こ
と

⑤
保
護
者
の
責
任
に
お
い
て
集
合

場
所（
主
に
も
み
じ
ホ
ー
ル
）

ま
で
来
ら
れ
る
こ
と

●
参
加
費

年
間
1
万
2
千
円

●
申
込
期
限

3
月
24
日（
木
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育

学
習
課
社
会
教
育
担
当（
蕁
62
│

3
4
0
9
）

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

農
地
の
売
買
や
賃
借
、
農
地
を

農
地
以
外
に
転
用
す
る
場
合
は
、

農
地
法
に
基
づ
く
許
可
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

■
3
月
の
申
請
書
提
出
期
限

3
月
10
日（
木
）ま
で

※
早
め
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
詳
細
は
農
業
委
員
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
農
業

委
員
会（
経
済
課
内
蕁
62
―

3
1

1
9
）

障
害
児
・
者
社
会
参
加
促
進
事

業
参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
市
内

の
障
害
児
・
者
と
保
護
者
の
交
流
と

運
動
不
足
の
解
消
を
目
的
と
し
て
、

平
成
23
年
度
障
害
児
・
者
の
社
会
参

加
促
進
事
業
を
行
い
ま
す
。

●
実
施
期
間

4
月
〜
平
成
24
年

3
月
（
第
3
土
曜
日
）

●
対
象
者

市
内
在
住
の
障
害

児
・
者
お
よ
び
保
護
者

●
内
容

リ
ズ
ム
体
操
等

●
申
込
方
法

申
込
用
紙
に
ご
記

入
の
う
え
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
社

会
福
祉
協
議
会
（
蕁
63
│

0
0

0
2
）

応
急
手
当
講
習
会
の

お
知
ら
せ

市
消
防
本
部
で
は
、応
急
手
当
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
普
通
救
命
講
習
修
了
者
で
、
既

に
3
年
経
過
し
て
い
る
方
も
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時

3
月
26
日（
土
）午
前
9

時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容

普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
心

肺
蘇
生
法
、
A
E
D
使
用
法
、

異
物
除
去
法
、
止
血
法
）

●
定
員

30
名

●
受
講
資
格

市
内
居
住
者
ま
た

は
市
内
在
勤
・
在
学（
中
学
生

以
上
）の
方

●
申
込
期
限

3
月
21
日（
月
）

上
野
原
自
然
探
検
隊

隊
員
を
募
集
し
ま
す

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
23

年
度
上
野
原
自
然
探
検
隊
隊
員
を

募
集
し
ま
す
。

●
対
象
者

新
小
学
3
年
生
〜
新

小
学
6
年
生（
約
20
名
）

●
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

上
野
原

西
中
学
校
　
小
俣
和
弥
教
諭

●
目
的

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く

継
続
的
に
自
然
体
験
を
行
え
る

場
を
提
供
し
ま
す
。

①
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

環
境
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る

②
自
然
に
対
す
る
感
性
を
培
い
、

豊
か
な
心
を
育
て
る

●
活
動
場
所
お
よ
び
期
間

上
野

原
市
周
辺
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、

平
成
23
年
4
月
か
ら
平
成
24
年

3
月
ま
で
の
1
年
間
を
と
お
し

て
活
動
し
ま
す
。（
主
に
月
1
回

土
曜
日
実
施
予
定
）

●
参
加
条
件

①
1
年
間
参
加
す
る
意
思
が
あ
る

こ
と

※
再
受
講
の
方
は
申
し
込
み
の

際
、
以
前
に
受
講
し
た
普
通
救

命
講
習
修
了
証
の
交
付
番
号
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
費
用

無
料

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
4
月
以
降
の
講
習
日（
予
定
）

5
月
28
日（
土
）、
6
月
25
日

（
土
）、
7
月
23
日（
土
）

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
警

防
救
急
担
当（
蕁
62
│

4
1
1
1
）

山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会

か
ら
お
知
ら
せ

山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会
で

は
、
各
種
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

《
2
級
商
業
簿
記
講
座
》

●
日
時
　
4
月
2
日（
土
）〜
6
月

5
日（
日
）
午
前
9
時
〜
正
午

●
内
容

6
月
の
2
級
商
業
簿
記

試
験
を
目
指
す
講
座

※
簿
記
2
級
受
験
の
た
め
に
は
、

工
業
簿
記
も
必
要
に
な
り
ま

す
。

●
受
講
料

会
員
1
万
5
7
8
0

円
、
会
員
外
1
万
8
7
8
0
円

※
受
講
料
に
は
テ
キ
ス
ト
代
が
含

ま
れ
ま
す
。

●
定
員

15
名

●
申
込
期
限

3
月
24
日（
木
）

《
2
級
工
業
簿
記
講
座
》

●
日
時
　
4
月
2
日（
土
）〜
6
月

5
日（
日
）
午
後
1
時
〜
4
時

●
内
容

6
月
の
2
級
工
業
簿
記

試
験
を
目
指
す
講
座

※
簿
記
2
級
受
験
の
た
め
に
は
、

商
業
簿
記
も
必
要
に
な
り
ま

す
。

●
受
講
料

会
員
1
万
5
7
8
0

円
、
会
員
外
1
万
8
7
8
0
円

※
受
講
料
に
は
テ
キ
ス
ト
代
が
含

ま
れ
ま
す
。

●
定
員

15
名

●
申
込
期
限

3
月
24
日（
木
）

《
簿
記
資
格
取
得
講
座（
3
級
）》

●
日
時
　
4
月
6
日（
水
）
〜
6
月

1
日（
水
）
午
後
6
時
〜
9
時

●
内
容

6
月
の
簿
記
3
級
試
験

を
目
指
す
講
座

●
受
講
料

会
員
1
万
5
1
5
0

円
、
会
員
外
1
万
8
1
5
0
円

※
受
講
料
に
は
テ
キ
ス
ト
代
が
含

ま
れ
ま
す
。

●
定
員

15
名

●
申
込
期
限

3
月
30
日（
水
）

※
各
種
講
座
の
日
程
等
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
山
梨

県
職
業
能
力
開
発
協
会
（
蕁
0

5
5
―

2
4
3
―

4
9
1
6
）
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●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
の

相
談
会
の
お
知
ら
せ

お
子
さ
ん
の
「
き
こ
え
」「
こ

と
ば
」
の
こ
と
で
不
安
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

県
立
ろ
う
学
校
で
は
、
春
休
み

子
ど
も
の
「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」

の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
少
し

で
も
不
安
の
あ
る
方
は
、
こ
の
機

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専
門
の

教
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時

3
月
18
日（
金
）、
19
日

（
土
）午
前
9
時
〜
午
後
5
時

●
場
所

県
立
ろ
う
学
校
乳
幼
児

指
導
室（
山
梨
市
大
野
1
0
0
9
）

●
対
象
児

0
歳
児
〜
高
校
生

●
相
談
内
容

①
お
子
さ
ん
の「
き
こ
え
」と「
こ

と
ば
」に
関
す
る
悩
み
の
相
談

②
「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」に
不

安
の
あ
る
お
子
さ
ん
へ
の
か
か

わ
り
方
の
ア
ド
バ
イ
ス（
育
児

相
談
）

③
生
活
や
学
習
の
相
談

④
聴
力
測
定

⑤
補
聴
器
相
談

●
相
談
費
用

無
料

●
申
込
方
法

事
前
に
電
話
か
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
日
時
を
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。
完
全
個
別
予
約
制

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の

お
知
ら
せ

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
は
就
学

前
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
親
子

で
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
、
保
護

者
の
情
報
交
換
の
場
所
と
し
て
開

放
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
初
め
て
利
用
さ
れ
る
方
は
事
前

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時

3
月
2
日（
水
）、9
日

（
水
）、16
日（
水
）、23
日（
水
）、

4
月
6
日（
水
）午
前
9
時
〜
正

午
●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室
2

※
プ
レ
イ
ル
ー
ム
内
に
お
い
て

「
お
も
ち
ゃ
病
院（
午
前
11
時
〜

正
午
）」
開
設
し
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
申
込
期
限

3
月
14
日（
月
）

午
後
5
時
ま
で

※
こ
れ
は
、
本
校
へ
の
入
学
相
談

会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
来
校
さ
れ
る
の
が
難
し
い
方
は

電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

相
談
会
開
催
中
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

●
県
立
ろ
う
学
校

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

sodan@
rogako.kai.ed.jp

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
立

ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と

ば
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

担
当
手
塚（
蕁
0
5
5
3
―

22
―

1
3
7
8
）（
蕭
0
5
5
3
―

22

―

6
4
1
9
）

市
民
プ
ー
ル
か
ら

お
知
ら
せ

3
月
13
日（
日
）に
市
民
プ
ー
ル

祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

プ
ー
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
・
風
呂
な
ど
の
施
設
利
用
料
、

プ
ー
ル
・
ス
タ
ジ
オ
の
大
人
向
け

や
子
ど
も
向
け
各
種
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
レ
ッ
ス
ン
な
ど
無
料
で
利
用

で
き
ま
す
。
ま
た
、
水
着
の
展
示

即
売
会
や
模
擬
店
、
バ
ザ
ー
、
デ

ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
入
場
券
等
が
当

た
る
抽
選
会
も
行
い
ま
す
。

区　　　分 日　　　時 場　　所

児 童 巡 回 相 談

児 童 家 庭 相 談 室

ふれあい福祉相談

定 例 人 権 相 談

市税収納・納税相談

行 政 相 談 所

障 害 者 出 張 相 談

結 婚 相 談 所

学校カウンセラー
教 育 相 談

10日（要予約　　　62ー3115）

上野原老人福祉センター
63-3444

福祉課子育て支援担当
62-1199

もみじホール相談室

午前  10：30 ～ 午後 3：00

毎週木曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00
10日・25日
午前 10：00 ～ 　　正　午
3月27日
午前 9：00 ～ 　　正　午

午後 1：30 ～  4：00
毎週日曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

毎週月・水・木曜日
（祝日除く）

　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　 

午前 8：30 ～ 午後 4：00
63-5700
0120-28-7830

毎週月曜日～金曜日
午前 8：30 ～ 午後 5：00

もみじホール
3階和室

織物工業協同組合
　63-3800

税務課カウンター
62-3113

25日

3月の相談日

母 子 家 庭 相 談 毎週月曜日～金曜日 福祉課子育て支援担当
62-3115午前 8：30 ～ 午後 5：00

もみじホール3階会議室7
市役所会議室Ｂ

市役所会議室A
午前 10：00 ～ 　　正　午

市役所展示室3

（祝日除く）

（祝日除く）

17日（要予約　　62ー3115）

ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

市
民
プ
ー
ル

（
蕁
63
│

6
0
7
0
）

軽
自
動
車
の
手
続
き
は

お
早
め
に

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1

日
に
登
録
さ
れ
て
い
る
車
両
に
対

し
課
税
さ
れ
ま
す
。
廃
車
予
定
の

車
体
は
3
月
中
に
手
続
き
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。
4
月
1
日
以
降

に
手
続
き
さ
れ
て
も
、
そ
の
年
度

の
軽
自
動
車
税
は
課
税
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
車
種
に
よ
り
手
続
き
を

す
る
場
所
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
手
続
き
場
所
・
問
い
合
わ
せ

《
原
動
機
付
自
転
車
（
1
2
5
c

c
以
下
）、小
型
特
殊
自
動
車
》

税
務
課
課
税
担
当
（
蕁
62
―

3

1
1
3
）

《
軽
三
輪
、
軽
四
輪
》

軽
自
動
車
検
査
協
会
（
笛
吹
市

石
和
町
唐
柏
7
9
2
―

1
）（
蕁

0
5
5
―

2
6
2
―

7
2
6
9
）

《
軽
二
輪（
1
2
5
c
c
以
上
2

5
0
c
c
以
下
）、二
輪
の
小
型

自
動
車（
2
5
0
c
c
以
上
）》

山
梨
運
輸
支
局
（
笛
吹
市
石
和

町
唐
柏
1
0
0
0
―

9
）（
蕁
0

5
0
―

5
5
4
0
―

2
0
3
9
）

▲子育てプレイルームの様子
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オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
登
記
事

項
証
明
書
等
の
送
付
請
求
の

お
知
ら
せ

今
ま
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

接
続
し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、

登
記
事
項
証
明
書
等
を
請
求
す
る

際
は
、
事
前
に
専
用
ソ
フ
ト
を
イ

ン
ス
ト
ー
ル
す
る
な
ど
の
環
境
設

定
が
必
要
で
し
た
が
、
2
月
14
日

（
月
）
か
ら
は
、
環
境
設
定
す
る

こ
と
な
く
手
軽
に
利
用
で
き
ま

す
。
ま
た
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
機

能
に
よ
り
操
作
方
法
が
分
か
り
や

す
く
な
っ
た
「
簡
単
証
明
請
求
」

を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
利
用

時
間
が
1
時
間
延
長
さ
れ
午
前
8

時
30
分
か
ら
午
後
9
時
ま
で
請
求

で
き
ま
す
。

大
変
便
利
に
な
っ
た
オ
ン
ラ
イ

ン
送
付
請
求
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
手
数
料

登
記
事
項
証
明
書

7
0
0
円
、
地
図
・
印
鑑
証
明

書
5
0
0
円

※
手
数
料
は
、
普
通
郵
便
料
を
含

み
ま
す
。

※
手
数
料
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

バ
ン
キ
ン
グ
ま
た
は
ペ
イ
ジ
ー

対
応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
よ
り
お
支
払

い
い
た
だ
け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
登
記
・
供
託
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
:/
/
w
w
w
.to
u
k
i-

kyoutaku-net.m
oj.go.jp/

●
問
い
合
わ
せ

甲
府
地
方
法
務

局
登
記
部
門
（
蕁
0
5
5
―

2

5
2
―

7
1
8
6
）

平
成
23
年
度
労
働
基
準
監
督

官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

人
事
院
お
よ
び
厚
生
労
働
省
で

は
、
平
成
23
年
労
働
基
準
監
督
官

採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
受
験
資
格
　

・
昭
和
57
年
4
月
2
日
〜
平
成
2

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

・
平
成
2
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

（1）
大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び
平

成
24
年
3
月
ま
で
に
大
学
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
者

（2）
人
事
院
が
（1）
に
掲
げ
る
者
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

●
試
験
の
程
度
　
大
学
卒
業
程
度

●
受
付
期
間
　
平
成
23
年
4
月
1

日
（
金
）
〜
14
日
（
木
）

●
採
用
予
定
数
　
労
働
基
準
監
督

Ａ（
法
文
系
）約
100
名
、
労
働
基

準
監
督
Ｂ（
理
工
系
）約
20
名

●
第
1
次
試
験
日
　
6
月
12
日

（
日
）

●
第
2
次
試
験
日
　
7
月
20
日

（
水
）、
21
日（
木
）の
指
定
さ
れ

た
1
日

●
第
1
次
合
格
発
表
日
　
7
月
5

日（
火
）

●
最
終
合
格
発
表
日
　
8
月
19
日

（
金
）

●
受
験
案
内
書
等
交
付
場
所
　
人

事
院
地
方
事
務
局
、
山
梨
県
労

働
局
、
都
留
労
働
基
準
監
督
署

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
労
働
局

労
働
基
準
部
監
督
課
（
蕁
0
5

5
―

2
2
5
―

2
8
5
3
）

在
職
者
訓
練
生
の
募
集

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
次
の
と
お
り
在
職
者
訓
練
生

を
募
集
し
ま
す
。

《
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
の
基
礎
》

リ
レ
ー
シ
ー
ケ
ン
ス（
有
接
点
）

の
各
種
回
路
の
配
線
と
シ
ー
ケ
ン

ス
制
御
の
設
計
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。

○
日
程

5
月
19
日（
木
）、
20
日

（
金
）、
23
日（
月
）、
24
日（
火
）、

25
日（
水
）、
26
日（
木
）の
6
日

間
○
時
間

午
後
6
時
〜
9
時

○
場
所

県
立
都
留
高
等
技
術
専

門
校

○
受
講
料

2
1
0
0
円（
別
途

テ
キ
ス
ト
代
が
か
か
り
ま
す
）

○
対
象
者

シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
の

知
識
を
習
得
し
た
い
方

○
受
付
開
始
日

3
月
22
日（
火
）

《
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
》

基
本
ソ
フ
ト（
Ｏ
Ｓ
）の
概
要
と

操
作
方
法
を
習
得
し
ま
す
。（
ソ
フ

ト
・W

indow
s7

）

○
日
程

5
月
30
日（
月
）、
31
日

（
火
）、
6
月
1
日（
水
）、
2
日

（
木
）、
3
日（
金
）、
6
日（
月
）

の
6
日
間

○
時
間

午
後
6
時
〜
9
時

○
場
所

県
立
都
留
高
等
技
術
専

門
校

○
受
講
料

2
1
0
0
円

○
対
象
者

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
知

識
と
操
作
方
法
を
習
得
し
た
い
方

○
受
付
開
始
日

3
月
30
日
（
水
）

●
申
込
方
法

規
定
用
紙
に
記
入

し
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
電

話
の
み
で
の
申
し
込
み
は
不
可
）

※
都
合
に
よ
り
変
更
・
中
止
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

県
立
都
留
高
等

技
術
専
門
校（
蕁
43
│

8
9
1
1
）

障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
開
催
の
お
知
ら
せ

障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
は
、
地
域
で
生
活
す
る
障
害
者

（
身
体
・
知
的
・
精
神
）や
家
族
の

方
の
日
ご
ろ
の
悩
み
や
情
報
交

換
、
ま
た
福
祉
の
充
実
を
図
る
た

め
の
話
し
合
い
や
勉
強
会
を
奇
数

月
の
第
3
水
曜
日
に
市
役
所
会
議

室
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時

3
月
16
日（
水
）
午
前

10
時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
1
階

会
議
室
1

●
問
い
合
わ
せ

ド
リ
ー
ム
宝
・

森
島
（
蕁
23
―

0
4
6
0
）

上
野
原
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ

合
唱
団
発
表
会

上
野
原
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
合
唱
団

で
は
、
上
野
原
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
合

唱
団
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

3
月
20
日（
日
）午
後
0

時
30
分
開
場
　
午
後
1
時
開
演

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容

《
第
一
部
》
講
演
「
沖
縄
戦
の
悲

劇
」
沖
縄
戦
で
ひ
め
ゆ
り
学
徒

隊
に
配
属
さ
れ
た
経
験
を
語

る
。（
講
師
　
元
ひ
め
ゆ
り
学

徒
隊
　
与
那
覇
百
子
）

《
第
二
部
》
合
唱
「
ぞ
う
れ
っ
し

ゃ
が
や
っ
て
き
た
」
他
全
11
曲

●
入
場
料
　
無
料
（
全
席
自
由
）

●
後
援
　
市
教
育
委
員
会

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
ぞ
う
れ

っ
し
ゃ
合
唱
団
　
星
野
（
蕁
66

│

3
7
9
1
）
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スポーツ安全保険に加入しましょう

耳
の
日
フ
ェ
ス
タ

耳
の
日
！
記
念
講
演
会

日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
山
梨
県

地
方
部
会
で
は
「
耳
の
日
フ
ェ
ス

タ
、
耳
の
日
！
記
念
講
演
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

●
日
時

3
月
6
日（
日
）午
後
1

時
開
場

●
場
所

岡
島
ロ
ー
ヤ
ル
会
館
8

階
「
ゴ
ー
ル
ド
ル
ー
ム
」

●
入
場
料

無
料

●
内
容

《
記
念
講
演
》

○
時
間

午
後
1
時
30
分
〜
2
時

45
分

・
「
耳
は
な
ぜ
あ
る
の
？
」
難
聴

が
も
た
ら
す
影
響
と
そ
の
対
処

補
聴
器
と
人
工
内
耳
と
Ｑ
Ｏ
Ｌ

東
京
医
科
大
学
耳
鼻
咽
喉
科
教

授
河
野
淳
先
生

・
「
人
工
内
耳
装
用
者
の
体
験
発

表
」

《
相
談
会
》

○
時
間

午
後
2
時
45
分
〜
3
時

15
分

講
演
終
了
後
に
耳
鼻
咽
喉
科
専

門
医
に
よ
る
、
講
演
内
容
な
ら

び
に
耳
鼻
咽
喉
科
の
病
気
、
補

聴
器
に
関
す
る
相
談
会
を
行
い

ま
す
。

●
後
援

山
梨
県

●
問
い
合
わ
せ

日
本
耳
鼻
咽
喉

科
学
会
山
梨
県
地
方
部
会
事
務

局（
蕁
0
5
5
―

2
7
3
―

9
7

6
5
）

第
41
回
信
玄
公
祭
り

市
内
パ
レ
ー
ド
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
第
41
回
信
玄
公
祭
り

の
武
者
行
列
に
、
小
山
田
信
茂
大

将
が
率
い
る
風
2
番
隊
と
し
て
参

加
し
ま
す
。

ま
た
、
出
陣
に
先
立
ち
、
出
陣

式
お
よ
び
市
内
パ
レ
ー
ド
を
行
い

ま
す
。

当
日
は
、
市
消
防
団
の
有
志
で

結
成
し
た
鎧
姿
の
武
者
が
、
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
4
月
9
日（
土
）

《
出
陣
式
》

午
前
9
時
50
分
〜
10
時
20
分

《
パ
レ
ー
ド
》

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

※
出
陣
式
は
、
市
役
所
セ
ン
タ
ー

プ
ラ
ザ
で
行
い
ま
す
。

※
パ
レ
ー
ド
は
、
市
役
所
セ
ン
タ

ー
プ
ラ
ザ
か
ら
上
野
原
警
察
署

東
交
差
点
を
左
折
し
て
国
道
20

号
を
す
す
み
、
牛
倉
神
社
へ
向

か
い
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

経
済
課
商
工
観

光
担
当
（
蕁
62
―

3
1
1
9
）



秋山ゴム工業（株） （株）東製作所 荒井精機（株） 石原工業（株） （有）臼井製作所
（株）尾形製作所 （有）小俣製作所 （有）兼坂鉄工 （株）協和製作所（株）協和富士 （株）光栄金型工業
（株）小鷹鉄工所 （有）小林製作所 （株）近藤製作所 （有）相模鉄工所（有）坂本鉄工 （株）サワ
（株）三栄精器製作所（株）三幸精密 （株）三和 （株）新名製作所 （株）鈴木製作所 関本製作所
（合）辰美製作所 （有）中央金型 東紀製作所（株） （株）トーホー （有）トライアル （有）中野電機
中村製作所 （有）ニシ 日本蓄電器工業（株）（有）萩原製作所（株）波多野製作所 富士航空電子（株）
ホリメカニック ミヤ通信工業（株) （有）明和精工 （有）守屋精工 （有）八木製作所 （株）リョーサン

◇当組合では高度な技術でものづくりに挑戦する人材を求めております◇
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春
季
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

市
消
防
本
部
で
は
、『「
消
し
た

か
な
」
あ
な
た
を
守
る
　
合
言
葉
』

を
統
一
標
語
に
3
月
1
日（
火
）か

ら
7
日（
月
）
ま
で
春
季
火
災
予

防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
空
気
が
乾
燥
し

火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候
と
な

る
こ
の
季
節
に
火
災
予
防
の
呼
び

か
け
を
す
る
こ
と
で
、
火
災
の
発

生
を
防
止
し
、
高
齢
者
等
を
中
心

と
す
る
死
傷
者
の
発
生
や
財
産
の

損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
ま
す
。

◆
重
点
目
標

①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

②
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防

止
対
策
の
推
進

③
特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る

防
火
安
全
対
策
の
徹
底

④
製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け

た
取
組
み
の
推
進

⑤
林
野
火
災
予
防
対
策
の
推
進

《
消
防
本
部
・
署
》

訓
練
や
立
入
検
査
、
市
内
各
所

に
横
断
幕
の
掲
出
、
ま
た
、
住

宅
防
火
診
断
を
各
関
係
機
関
と

合
同
で
実
施

《
消
防
団
》

サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
や
巡
回
広
報

に
よ
る
火
災
予
防
の
呼
び
か
け

の
実
施

《
上
野
原
市
危
険
物
安
全
協
会
》

消
防
本
部
と
合
同
で
市
内
の
巡

回
広
報
を
実
施

住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る
　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

〜
3
つ
の
習
慣
・
4
つ
の
対
策
〜

《
習
慣
》

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
る

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す

《
対
策
》

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

⑤
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る

⑥
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る

⑦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る

《
住
宅
用
火
災
警
報
器

設
置
済
み
シ
ー
ル
》

消
防
本
部
、
消
防
署
、
消
防
団
、

危
険
物
安
全
協
会
で
は
、
平
成
22

年
秋
季
火
災
予
防
運
動
か
ら
市
の

火
災
予
防
条
例
で
警
報
器
の
設
置

が
必
要
な
場
所
に
警
報
器
が
設
置

さ
れ
て
い
る
住
宅
（
世
帯
）
に
は
、

関
係
団
体
等
（
消
防
団
、
女
性
防

火
ク
ラ
ブ
、
自
治
会
等
）
が
実
施

し
た
調
査
時
に
「
設
置
済
み
シ
ー

ル
を
無
償
で
配
布
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
新
た
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
購
入
し
、
条
例
の

基
準
ど
お
り
に
設
置
し
た
住
宅

（
世
帯
）
や
新
築
さ
れ
た
住
宅

（
世
帯
）
に
は
、
消
防
本
部
、
消

防
出
張
所
で
引
き
続
き
「
設
置
済

シ
ー
ル
」
を
配
布
し
ま
す
。

な
お
、
配
布
時
に
は
簡
単
な
聞

き
取
り
調
査
を
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
予

防
担
当（
蕁
62
―

4
1
1
1
）

帝
京
科
学
大
学

公
開
講
座
の
お
知
ら
せ

帝
京
科
学
大
学
で
は
、
こ
ど
も

学
科
の
授
業
科
目
「
こ
ど
も
ト
ピ

ッ
ク
ス
」、
ア
ニ
マ
ル
サ
イ
エ
ン

ス
学
科
の
授
業
科
目
「
ア
ニ
マ
ル

サ
イ
エ
ン
ス
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
を
公

開
講
座
と
し
て
開
放
し
ま
す
。
お

好
き
な
回
を
ど
な
た
で
も
無
料
で

受
講
で
き
ま
す
の
で
奮
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
講
座
は
「
キ
ャ
ン

パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
」
の
連
携

講
座
で
す
。

●
講
演
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

《
こ
ど
も
ト
ピ
ッ
ク
ス
》

①
4
月
18
日（
月
）「
子
ど
も
の
立

場
に
立
つ
保
育
」（
高
尾
保
育

園
保
育
士
　
稲
田
義
明
）

②
4
月
25
日（
月
）「
メ
デ
ィ
ア
機

器
と
幼
児
教
育
」（
川
崎
ふ
た

ば
幼
稚
園
園
長
小
川
哲
也
）

《
ア
ニ
マ
ル
サ
イ
エ
ン
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス
》

①
4
月
28
日（
木
）「
動
物
園
の
魅

力
と
目
指
す
も
の
」（
上
野
動

物
園
園
長
　
小
宮
輝
之
）

②
5
月
12
日（
木
）「
発
達
障
害
児

へ
の
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
」

（
社
会
福
祉
法
人
の
ゆ
り
会

臨
床
言
語
士
　
津
田
望
）

●
開
催
時
間

午
前
11
時
20
分
〜

午
後
0
時
50
分

●
受
講
料

無
料

●
定
員

各
回
30
名

●
受
付
場
所

帝
京
科
学
大
学
上

野
原
キ
ャ
ン
パ
ス
本
館
棟
1
階

ロ
ビ
ー

●
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間

平
日
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
4
時
30
分

※
予
定
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
帝
京
科
学
大
学
上
野
原
キ
ャ
ン

パ
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.n
tu
.a
c
.jp
/

●
問
い
合
わ
せ

帝
京
科
学
大
学

上
野
原
キ
ャ
ン
パ
ス
管
理
係

（
蕁
63
―

6
9
1
1
）
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広
　
　
告

地域の雇用に貢献する
ものづくりパワーカンパニー

上上野野原原機機械械器器具具工工業業協協同同組組合合
〒409-0112山梨県上野原市上野原1636
ＴＥＬ0554-62-4252 ＦＡＸ0554-63-2435
Ｅ-Ｍail:uenohara5k@plum.ocn.ne.jp

独独立立行行政政法法人人　雇雇用用・・能能力力開開発発機機構構助助成成事事業業

中中小小企企業業人人材材確確保保推推進進事事業業

平成22年10月31日に小瀬武道館
で行われた高等学校相撲の新人大会
兼全国新人県予選兼全国新人選手権
高知大会県予選において、谷村工業
高校に在学で秋山地区在住の上野真
弥さんが団体戦でみごと優勝し、3月
19日（土）・20日（日）と高知県立春
野総合運動公園相撲場で行われる、
平成22年度全国高等学校相撲選抜大
会（第62回全国高等学校新人相撲選手
権大会）の出場権を獲得しました。

全国大会出場

市
で
は
、
島
田
地
区
の
新
田
側

お
よ
び
鶴
島
側
の
桂
川
河
川
敷
沿

い
に
公
衆
用
ト
イ
レ
を
設
置
し
ま

し
た
。

こ
の
ト
イ
レ
は
、
現
在
、
地
域

の
み
な
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
維
持

管
理
さ
れ
、
い
つ
で
も
き
れ
い
な

状
態
で
使
用
す
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
使
用
す
る

際
は
、
き
れ
い
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
桂
川
河
川
敷
に
は
、
島

田
地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
管
理

す
る
花
壇
が
あ
り
ま
す
。
花
が
咲

く
時
期
に
な
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

《
新
田
側
公
衆
用
ト
イ
レ
の
場
所
》

島
田
駐
在
所
前
交
差
点
か
ら
市

民
プ
ー
ル
へ
向
か
い
約
2
0
0

メ
ー
ト
ル
先
右
側

《
鶴
島
側
公
衆
用
ト
イ
レ
の
場
所
》

桂
川
野
球
場
と
島
田
中
学
校
間

の
河
川
敷
沿
い
道
路
脇

桂
川
河
川
敷
沿
い
に
ト
イ
レ
を
設
置
し
ま
し
た

「
税
を
考
え
る
」

書
道
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者

1
月
27
日
、
北
都
留
青
色
申
告

宣
言
の
街
推
進
委
員
会
で
は
、

「
税
を
考
え
る
」
書
道
コ
ン
ク
ー

ル
の
審
査
会
を
行
い
、
多
数
の
応

募
の
中
か
ら
金
賞
3
名
、
銀
賞
5

名
、
銅
賞
6
名
、
佳
作
16
名
の
入

選
者
を
決
定
し
ま
し
た
。
上
野
原

市
の
金
賞
、
銀
賞
、
銅
賞
の
入
選

者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
金
賞
】

▼
大
月
税
務
署
長
賞

・
和
智
吉
弘
（
上
野
原
西
中
）

▼
山
梨
県
総
合
県
税
事
務
所
長
賞

・
松
本
菜
々
子
（
上
野
原
西
中
）

▼
青
色
推
進
委
員
長
賞

・
和
智
友
子
（
上
野
原
中
）

【
銀
賞
】

▼
上
野
原
市
商
工
会
長
賞

・
柴
田
春
萌
（
上
野
原
中
）

▼
丹
波
山
村
商
工
会
長
賞

・
雨
宮
瑠
衣
（
上
野
原
中
）

▼（
社
）大
月
青
色
申
告
会
上
野
原

支
部
長
賞

・
石
井
天
心
（
上
野
原
中
）

▼
審
査
員
特
別
賞

・
原
田
桃
花
（
秋
山
中
）

【
銅
賞
】

佐
藤
佳
祐
（
上
野
原
中
）・
山

田
茜
（
上
野
原
中
）・
梶
谷
未

来
（
上
野
原
西
中
）・
佐
藤
優

妃
（
島
田
中
）・
原
田
怜
奈

（
秋
山
中
）

※
金
・
銀
・
銅
賞
の
入
選
作
品

は
、
2
月
か
ら
大
月
税
務
署
1

階
ロ
ビ
ー
に
1
年
間
展
示
さ
れ

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

社
団
法
人
大
月

青
色
申
告
会
上
野
原
支
部

（
蕁
23
―

3
5
4
5
）

《
訂
正
と
お
詫
び
》
　

広
報
2
月
号
3
ペ
ー
ジ
、「
上

野
原
市
成
人
式
」
の
な
か
で
名
前

の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

次
の
と
お
り
訂
正
し
て
お
詫
び

し
ま
す
。

・
成
人
の
誓
い

新
成
人
代
表
　
清
水
康
起

●
声
の
広
報
　
市
立
図
書
館
に

は
、
目
の
不
自
由
な
方
の
た
め

に
広
報
う
え
の
は
ら
の
内
容
を

録
音
し
た
テ
ー
プ（
声
の
広
報
）

を
お
い
て
い
ま
す
。

声
の
広
報
は
、
上
野
原
朗
読

の
会
の
ご
協
力
に
よ
り
録
音
さ

れ
て
い
ま
す
。

▲鶴島側の公衆用トイレ ▲新田側の公衆用トイレ

上野真弥さん



甲
東
地
区

富
田
咲
希
さ

き

（
昌
樹
）

巌
地
区

中
満
貫
太
か
ん
た

（
健
太
郎
）、
今
泉
斗
希
と

き

（
直
紀
）

島
田
地
区

内
田
綾
音
あ
や
ね

（
昌
夫
）

上
野
原
地
区

斧
窪
賢
悟
け
ん
ご（

聖
人
）、杉
本
宗
介
そ
う
す
け（

孝
）、

網
野
乙
羽
お
と
は

（
正
樹
）、
岩
田
み
ろ
く

（
浩
司
）、
小
俣
康
誠
こ
う
せ
い（

匠
造
）、
富
田

竜
以
る

い

（
一
策
）、
大
森
彩
生
あ

い

（
洋
平
）

大
目
地
区

米
山
将
行
＝
杉
本
好
美

島
田
地
区

佐
藤
貴
史
＝
佐
々
木
仁
美

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
―

2
―

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

http
://w
w
w
.p
ref.yam

anashi.jp
/ft-hokenf/ind

ex.htm
l

狂
犬
病
予
防
注
射
は

飼
い
主
の
義
務
で
す

狂
犬
病
は
犬
だ
け
の
病
気
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
発
病
す
る
と
、
ほ

ぼ
100
％
死
亡
す
る
と
い
う
恐
ろ
し

い
感
染
症
で
す
。

世
界
で
は
年
間
約
5
万
人
以
上

が
狂
犬
病
に
よ
り
死
亡
し
、
そ
の

6
割
は
ア
ジ
ア
地
域
で
死
亡
し
て

い
ま
す
。
近
年
、
海
外
と
の
交
流

が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

国
内
で
の
発
生
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

狂
犬
病
は
、
犬
の
狂
犬
病
予
防

注
射
の
徹
底
に
よ
っ
て
、
発
生
お

よ
び
蔓
延
を
防
止
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
と
も
に
、
人
へ
の
感
染
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
た
め
、
狂
犬
病
予
防
法
で

毎
年
1
回
犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

犬
の
飼
い
主
は
、
毎
年
1
回
狂

犬
病
予
防
注
射
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
4
月
か

ら
行
わ
れ
る
市
町
村
の
集
合
注

射
会
場
か
、
お
近
く
の
動
物
病

院
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

衛
生
課
（
蕁
0

5
5
5
│

24
│

9
0
3
3
）

誕

生

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
1
月
中
届
出
分
＝
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掲載写真募集！掲載したい写真をお持ちのうえ企画課までお越しください。
問い合わせ 企画課政策推進担当（電話62-3118）

み
な
さ
ん
の
こ
こ
ろ
は

元
気
で
す
か
？

3
月
は
、「
自
殺
対
策
強
化
月

間
」
で
す
。

こ
こ
ろ
の
不
調
に
気
づ
く
サ
イ

ン
と
し
て
「
睡
眠
」
が
う
ま
く
と

れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
自
分
や
家
族
、

友
人
、
同
僚
、
身
近
な
人
の
こ
こ

ろ
の
健
康
に
つ
い
て
気
に
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
眠
れ
て
る
？
」
で
す
。

ま
た
、
保
健
所
で
は
、
こ
こ
ろ

の
健
康
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

《
精
神
保
健
福
祉
相
談
》

●
電
話
相
談

平
日
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
4
時

●
精
神
科
嘱
託
医
相
談

毎
月
第

2
・
4
水
曜
日
　
午
後
1
時
〜

4
時
（
要
予
約
）

※
医
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
相
談
内
容
等
の
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

●
料
金
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ

地
域
保
健
課

（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
5
）

伝
　
　
言
　
　
板

婚

姻

甲東地区 長門 勇真
ゆうま

さん　（20歳）
麻綾
まあや

さん　（15歳）
沙綾
さあや

ちゃん（3歳4か月）
眞さんみどりさんの長男・長女・二女

“三人目が生まれにぎやかな我が家に。すくすく大きくな～れ”

巌地区 青木 大志
たいし

くん　（3歳8か月）
志歩
し ほ

ちゃん（0歳7か月）
健太さん純子さんの長男・長女

“2人仲良く、元気にね。”

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）



大
目
地
区

上
條
金
壽
（
富
子
）

甲
東
地
区

志
村
一
夫
（
保
男
）、
安
藤
　
子

（
忠
　
）

巌
地
区

井
上
た
つ
子
（
晴
夫
）、
小
山
俊
子

（
信
子
）、
河
野
正
幸
（
光
伸
）、
水
越

悦
子
（
千
明
）、
水
越
冨
　
（
昭
雄
）

大
鶴
地
区

市
川
知
己
（
総
一
郎
）

島
田
地
区

佐
々
木
文
子
（
公
子
）

上
野
原
地
区

水
越
一
範
（
正
人
）、
渡
邊
道
男

（
實
）、
鷹
取
か
　
子
（
留
男
）、
齊
藤

志
津
江
（
利
志
男
）、

橋
才
良

（
守
良
）、
畠
山
一
郎
（
早
川
國
夫
）、

山
口
戦
勝
（
順
子
）、
水
越
し
ま

（
良
一
）、長
田
　
治（
永
井
さ
つ
き
）、

新
倉
タ
マ
（
明
雄
）

棡
原
地
区

橋
和
男
（
英
代
）

西
原
地
区

武
原
ゆ
き
ゑ（
虎
夫
）、
降
矢
き
み
ゑ

（
照
光
）

秋
山
地
区

志
村
福
芳
（
利
光
）
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上
野
原
市
立
図
書
館

63

5
2

蕁

4

ー

1

33
日 月 火 水 木 金 土
図書館カレンダー

◯は休館日

6 7 8 9 10 11

27

12
13 14 15 16 17 18 19

2220 21
31

23 24 25 26
28 29 30

1 2 3 4 5

死

亡

☆
リ
ン
デ
ン
ド
ー
ム

　
　
　
　
　

朗
読
館
☆

☆
お
は
な
し
会
☆

☆
子
ど
も
映
画
会
☆

一

般

書

◇
『
風
　
景
』

瀬
戸
内
寂
聴
／
著
角
川
学
芸

出
版安

吾
賞
受
賞
と
と
も
に
か
つ

て
の
破
滅
的
な
恋
と
死
が
胸
に

蘇
る
「
デ
ス
マ
ス
ク
」、
戦
中

動
乱
の
北
京
で
運
命
的
に
出
会

っ
た
恩
人
と
の
再
会
と
別
れ
を

綴
っ
た
「
絆
」
な
ど
自
伝
的
小

説
七
編
を
収
録
。

◇
『
ラ
ス
ト
ラ
ン
』

角
野
栄
子
／
著
　
角
川
書
店

七
四
歳
の
イ
コ
さ
ん
が
「
残

さ
れ
た
人
生
で
や
っ
て
お
き
た

い
こ
と
」
は
、
バ
イ
ク
・
ツ
ー

リ
ン
グ
。「
魔
女
の
宅
急
便
」

の
著
者
が
贈
る
、
自
伝
的
小
説
。

◇
『
告
発
の
虚
塔
』

江
上
剛
／
著
　
幻
冬
舎

組
織
へ
の
忠
誠
と
真
の
経
営

改
革
の
狭
間
で
揺
れ
る
若
き
広

報
部
員
を
、
前
代
未
聞
の
頭
取

の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
襲
う
。
そ

れ
を
機
に
泥
沼
化
す
る
派
閥
抗

争
の
果
て
に
彼
が
見
た
も
の

は
・
・
・
。

◇
『
妄
想
気
分
』

小
川
洋
子
／
著
　
集
英
社

異
界
は
い
つ
で
も
日
常
の
中

に
あ
る
。
目
を
凝
ら
し
耳
を
澄

ま
す
と
、
そ
の
入
口
が
見
え
て

く
る
。
そ
こ
か
ら
異
界
を
の
ぞ

く
と
、物
語
が
は
じ
ま
る
。

◇
『
白
い
月
の
丘
で
』

濱
野
京
子
／
著
　
角
川
書
店

強
国
ア
イ
ン
ス
に
滅
ぼ
さ
れ

た
ト
ー
ル
国
の
王
子
ハ
ジ
ュ
ン

は
、
十
年
ぶ
り
に
故
国
に
帰
っ

た
。
美
し
く
成
長
し
た
幼
な
じ

み
の
マ
ー
リ
ィ
と
心
を
通
わ
せ

て
い
く
が
・
・
・
。

児

童

書

◆
『
い
の
ち
の
光
あ
ふ
れ
て
』

ロ
ー
レ
イ
ン
・
マ
ク
ダ
ニ
エ

ル
／
作
　
日
当
陽
子
／
訳
　
岩

崎
書
店

◆
『
め
い
た
ん
て
い
ポ
ア
ロ
ン
』

さ
ら
わ
れ
た
プ
リ
ン
セ
ス

三
田
村
信
行
／
作
　
大
沢
幸
子

／
絵
　
講
談
社

◆
『
か
ん
た
ん
せ
ん
せ
い
と
バ
ク
』

斉
藤
洋
／
作
　
大
森
裕
子
／
絵

講
談
社

◆
『
木
い
ち
ご
の
王
さ
ま
』

サ
カ
リ
ア
ス
・
ト
ペ
リ
ウ
ス
／

原
作
　
や
ま
わ
き
ゆ
り
こ
／
絵

集
英
社

◆
『
理
科
室
の
日
曜
日
』

村
上
し
い
こ
／
作
　
田
中
六

大
／
絵
　
講
談
社

絵

本

○
『
ち
び
く
ま
く
ん
、

お
に
い
ち
ゃ
ん
に
な
る
』

エ
マ
・
チ
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ク
ラ

ー
ク
／
作
・
絵
　
徳
間
書
店

○
『
あ
い
う
え
お
お
き
な

だ
い
ふ
く
だ
』

た
る
い
し
ま
こ
／
作
　
福
音
館

書
店

○
『
ゆ
き
や
ま
た
ん
け
ん
』

松
岡
た
つ
ひ
で
／
作
　
福
音
館

書
店

○
『
み
て
よ
ぴ
か
ぴ
か

ラ
ン
ド
セ
ル
』

西
巻
茅
子
／
絵
　
あ
ま
ん
き
み

こ
／
文
　
福
音
館
書
店

○
『
ダ
メ
！
』

い
も
と
よ
う
こ
／
文
・
絵
　
く

す
の
き
し
げ
の
り
／
原
作
　
佼

成
出
版
社

『
ウ
ォ
ン
ブ
ル
ズ
』

◎
日
時
　
3
月
12
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

午
後
2
時
〜
2
時
30
分

『
ピ
ン
ク
の
山
』
ほ
か

◎
日
時
　
3
月
19
日
（
土
）

午
後
2
時
30
分
〜

◎
た
ん
ぽ
ぽ
会

『
ヒ
ロ
シ
の
死
に
つ
い
て
」

浅
田
次
郎
／
作
　
ほ
か

◎
日
時
　
3
月
20
日
（
日
）

午
後
2
時
〜

◎
上
野
原
朗
読
の
会

『
紙
工
作
』

◎
日
時
　
3
月
26
日
（
土
）

午
後
2
時
〜
3
時

☆

開

館

時

間

☆

水
・
金
・
土
・
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

火
・
木

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

☆
親
子
文
芸
講
座
☆
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広
報

電
話
：
0554-62-311 1 （

代
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
h
ttp
://w
w
w
.city.u

en
o
h
ara.yam

an
ash
i.jp

E
-m
ai l ：
kikaku

@
city.u

en
o
h
ara.lg

.jp

1月20日、市商工会では、もみじホールで、第5回
優良従業員表彰式典を行いました。これは、市内の企
業で働く従業員のなかから、他の模範となる優良従業
員を表彰するもので、この日は、勤勉さなどが認めら
れた43名の優良従業員が表彰されました。

第6回上野原市駅伝競走大会

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、

植物性大豆油インキを使用しています。

1月16日、毎年恒例の上野原市駅伝競走大会が盛大に開催されました。
一般その他の部に60チーム、小学生男子・女子の部に27チームが参加し、
計87チームの選手が新春の上野原市内を駆け抜け健脚を競いました。
小学男子・女子の部では、今大会から新しいコースとなった桂川河川

敷に多くの保護者や関係者が集まり、選手に大きな声で声援を送っていま
した。選手の子どもたちは、その声援に応え、全力で走りタスキをつない
でいました。 （各部門の結果は7ページに掲載しています）

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課政策推進担当 電話62-3118

人口●26,723人 （－19）
男 ●13,367人 （－12）
女 ●13,356人 （－ 7）
世帯●10,016世帯（＋ 3）
平成23年2月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●第5回優良従業員表彰式典
1月19日から27日の間、市内9会場で、上野原駅

周辺整備説明会が行われました。説明会では、駅周辺
整備計画や今後の予定などが説明され、その後は、参
加者から駅周辺整備についての活発な意見が出されま
した。 （写真は、西原地区の説明会の様子）

●上野原駅周辺整備説明会

1月26日、羽佐間幼稚園の園児が市社会福祉協議
会のふれあいいきいきサロンを訪れ、サロンのおじい
ちゃんおばあちゃんと交流しました。
当日は、手遊びやゲームなどで楽しんだ後、一緒に

お弁当を食べて過ごしました。

●羽佐間幼稚園の園児が高齢者と交流
2月3日、巌保育所で豆まきを行いました。
園児たちは年の数だけ豆を食べた後、鬼の面などを

つけて、豆まき役の園児が鬼役の園児に向かって思い
思いに「福は内、鬼は外」と声をだしながら豆をまい
ていました。

●巌保育所豆まき
編
集
・
発
行
：
上
野
原
市
役
所

山
梨
県
上
野
原
市
上
野
原
3832番
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